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レポートボックス １ー３　応用線形代数

1. シュミットの正規直交化法を用いて，次の R4のベクトルを正規直交化せよ．
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2. n× n次元行列のベクトル空間において，内積を次のように定める．

⟨X,Y ⟩ =
n∑

i=1

n∑
j=1

XijYij , for X,Y ∈ Rn×n．

(a) 部分空間

C =


 x y z

y x y

z y x

 ∈ R3×3

∣∣∣∣∣∣∣ x, y, z ∈ R


の基底を一つあげ，部分空間の次元も答えよ．

(b) C の直交補空間 C⊥に成り得る候補を具体的に求めよ．

3. 配布資料の３４ページにある，「線形方程式系に関する補足（d）」について，r∗ = b−Ax∗ ∈ Rm

と定義すると，ATr∗ = 0となることを示せ．
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